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50
鬱
千
葉
県
習
志
野
市
立
秋
津
小
学
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を
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ね
て

喜
ら
ま
ち
づ
く
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に
み
る

地
域
文
化
振
興

ー
（
出
席
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佐
藤
克
明
／
杉
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信
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熊
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純
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介
①
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育
委
員
会

事
例
紹
介
②

3
0
異
世
代
。
異
文
化
と
の
交
流
に
よ
る

子
と
も
文
化
の
創
造
を
中
核
と
し
て

佐
敷
町
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
が
め
ざ
す
も
の
沖
縄
県
佐
敷
町
教
育
委
員
会

解
説

3
8
文
化
庁
の
地
域
文
化
振
興
に
関
す
る
施
策

，

＇

文
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文

化

部

地

域

文

化

振

興

課

4
8
芸
術
文
化
振
興
基
金
に
よ
る
地
域
文
化
振
興
活
動
へ
の
助
成

1

1

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
基
金
部

44

Q
&

A

 

事
例
紹
介
⑧

34
近
松
に
ロ
マ
ン
を
求
め
て

近
松
祭
．
m
長
門

山
口
県
長
門
市
教
育
委
員
会

エ
ッ
セ
イ

24
広
島
と
市
民
オ
ペ
ラ
ー
1
1
|
|
1
,
l

原

田

康

夫

て

ー
石
川
啄
木
記
念
館
（
岩
手
県
）

4
こ
の
道
を
行
く

1

1

1
ー
東
目
筋
・
大
口
筋
白
銀
坂

表

2
誌
上
展
示
室

ー

1

ー

韓

国

の

喪

輿

6
私

と

教

育

私

と

し

つ

け

松

村

邦

洋

58
焦
点
ー
文
教
施
策

60
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

63
マ
ン
カ
で
見
る
教
育
の
情
報
化

64
都
道
府
県
発

＠
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

青
森
県
、
滋
賀
県
、
広
島
市
、
福
岡
県

6
6レッ
ツ
ト
ラ
イ
ー
~

国
立
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家

68
め

ざ

せ

シ

ド

ニ

ー

五

輪

|

ー

カ

ヌ

ー

70
全
国
子
ど
も
プ
ラ
ン

子
ど
も
科
学
s

も
の
づ
く
り
教
室

の
全
国
展
開

72
総
合
的
な
学
習
の
時
間

大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属

平
野
中
学
校

74
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

76
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

ー
大
分
県
久
住
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

78
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
m
ン

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

表

3
文
化
財
紹
介

有
東
木
の
盆
踊

5
 

イラスト／内部沿美，狽田博ゎ•，且判I' さと矛



ー
，
 

みよし•あきら 東京都生まれ。大学在学中 1955~58

年仏政府給費習学生としてフランス留学。
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地域文化振 、のために
作曲家・東京文化会館館長 二釜

ーロ 晃

地
域
文
化
は
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
だ
。
祭
り
や
芸
能
は
も
ち

ろ
ん
、
景
観
や
街
並
み
や
特
産
物
な
ど
も
、
地
域
固
有
の
風

ま

土
・
歴
史
と
相
侯
っ
て
立
派
な
地
域
文
化
だ
。
東
京
で
す
ら
、

こ
ろ

七
夕
や
秋
祭
り
の
頃
に
な
る
と
、
か
つ
て
の
下
町
や
武
蔵
野

そ

こ

こ

こ

の
其
処
此
処
の
顔
か
現
れ
る
。
こ
れ
は
日
常
生
活
と
は
異
次

元
の
季
節
の
風
物
詩
だ
が
、
そ
れ
ら
ハ
レ
（
祝
祭
）
の
風
習

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ケ
（
日
常
）
の
潜
在
意
織
と
脈
絡
し

て
い
る
。
地
域
文
化
の
振
興
と
は

r

そ
の
文
脈
を
意
識
的
に

守
り
育
て
、
そ
こ
か
ら
祈
し
い
伝
承
を
生
み
出
す
こ
と
だ
。

だ
が
そ
の
文
脈
は
、
決
し
て
自
明
で
も
単
純
で
も
な
い
。

処
は
ど
ん
な
所
？

地
域
の
一
人
ひ
と
り
に
生
活
が
あ
る
。
そ
の
入
た
ち
に
此

き

何
が
地
域
の
文
化
？
と
訊
け
は
答
え

は
決
し
て
一
様
で
は
あ
る
ま
い
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、

風
土
や
歴
史
な
ど
は
通
常
無
意
識
の
領
域
の
も
の
で
あ
り
、

一
方
、
日
常
の
意
識
は
現
実
的
だ
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
生
活
者
の
余
暇
は
、
例
え
ば
塾
か
音
楽
教
室
か
、
バ
イ

ク
か
介
護
活
動
か
、
パ
チ
ン
コ
か
カ
ラ
オ
ケ
か
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
か
ラ
ジ
オ
歌
謡
か
、
市
民
演
劇
か
休
日
の
野
球
か
、
浪

曲
か
落
語
か
、
盆
栽
か
釣
か
…
よ
そ
者
は

r

そ
こ
か
米
所
で

秋
の
盆
踊
り
か
有
名
な
と
と
聞
け
は
、
郷
愁
さ
え
覚
え
て
訪

れ
る
か
、
そ
こ
で
実
際
に
出
会
う
も
の
は
実
に
多
様
な
現
実

の
重
層
の
連
続
な
の
だ
。

そ
こ
に
自
治
体
が
立
派
な
ホ
ー
ル
を
建
て
る
。
市
民
の
文

化
活
動
の
拠
点
に
、
芸
術
鑑
寅
と
生
涯
教
育
の
場
に
、
文
化

は
、
国
際
的
な
視
野
も
含
め
て
様
々
な
同
心
円
を
描
く
。

遠
隔
地
と
直
結
あ
る
い
は
合
致
す
る
も
の
も
あ
る
は
ず
だ
。

潜
在
的
な
観
客
の
発
堀
、
マ
ネ
ー
ジ
研
修
、
舞
台
の
共
同
制

作
、
子
と
も
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
運
営
課
題
や
事
業

企
画
と
し
て
協
同
可
能
な
共
通
項
が
見
い
だ
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。

一
例
だ
か
私
は
八
年
前
、
福
岡
、
宮
城
、
長
野
で
和
太
鼓

の
作
品
を
（
そ
れ
ぞ
れ
に
笛
、
合
唱

r

踊
り
、
語
り
、
能
楽
、

城
の
復
元
な
ど
地
城
の
伝
承
を
織
り
込
ん
で
）
創
っ
た
。
祉

代
を
超
え
た
市
民
グ
ル
ー
プ
が
練
習
と
公
演
を
重
ね
、
来
夏

に
は
こ
の
三
地
域
の
発
信
が
東
京
で
合
流
す
る
。
発
想
は
前

記
類
別
の
①
⑤
だ
っ
た
か
、
活
動
の
実
態
は
①
か
ら
⑤
ま
で

の
す
べ
て
を
含
ん
で
い
る
。
振
り
返
る
と
、
こ
こ
に
不
可
欠

だ
っ
た
も
の
は
市
民
の
自
発
性
、
自
治
体
の
支
援
、
民
間
の

協
力
、
専
門
家
の
協
同
、
そ
し
て
す
べ
て
の
関
係
者
の
熱
意

と
努
力
と
連
帯
意
識
だ
っ
た
。
換
言
す
れ
は
、
地
域
の
文
化

活
動
は
、
そ
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
成
就
し
な
い
。

実
際
、
プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
全
国
の
数
多
く
の
文
化
活

動
の
ほ
と
ん
ど
が
、
計
画
か
ら
成
立
・
定
着
ま
で
の
す
へ
て

の
過
程
で
挫
折
の
危
根
に
遭
遇
し
て
い
る
。
資
金
、
助
成
の

欠
如
ま
た
は
不
足
。
活
動
維
持
条
件
の
貧
困
、
劣
悪
。
会
場

難
（
道
性
会
場
の
不
足
と
高
額
）
。
入
場
料
設
定
と
観
客
動
員

の
ジ
レ
ン
マ
。
宣
伝
費
の
枯
渇
と
メ
デ
ィ
ア
・
ギ
ャ
ッ
プ
。

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
限
界
：
．
す
べ
て
が
不
十
分
の
な
か
で
、
当

事
者
の
忍
耐
だ
け
が
資
活
脚
に
、
い
つ
解
体
し
て
も
当

然
と
い
う
状
態
が
続
く
。
そ
し
て
数
年
来
の
経
済
の
不
順
が

危
機
を
増
大
し
た

C

今
や
全
国
の
現
場
で
、
計
画
断
念
ま
た

は
活
動
縮
小
か
日
常
茶
飯
事
と
な
っ
た
。

危
桟
を
緩
和
す
る
制
度
・
政
策
的
な
手
立
て
は
あ
る
。
な

に
よ
り
も
国
・
自
治
体
の
文
化
予
算
の
シ
ェ
ア
の
拡
幅
。
そ

し
て
民
間
。
企
業
助
成
へ
の
徴
税
撤
廃
、
官
公
庁
の
予
算
単

年
度
制
の
見
直
し
、
自
治
体
の
事
業
管
理
規
定
（
事
業
別
事

業
費
と
採
算
制
な
ど
）
の
改
編
な
ど
。
地
方
交
付
税
が
増
額

さ
れ
、
公
益
団
体
の
助
成
制
度
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
文
化

の
活
動
現
場
に
効
果
が
届
か
な
い
仕
組
み
を
改
善
し
な
い
限

り
、
実
質
的
に
有
効
な
振
興
策
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
仕

組
み
改
善
と
は
、
制
度
あ
る
い
は
構
造
上
の
問
題
だ
け
で
は

な
い
。
国
。
自
治
体
の
文
化
。
敦
育
担
当
部
署
だ
け
で
な
く
f

各
種
メ
デ
ィ
ア
と
報
道
・
出
版
、
文
化
施
設
、
敦
育
組
織
、

企
業
な
ど
が
、
も
は
や
文
化
の
「
緊
ぎ
手
」
の
よ
う
な
第
三

者
で
は
な
く
、
地
域
生
活
者
と
協
同
す
る
文
化
の
「
当
事
者
」

ー
地
域
文
化
の
網
目
の
シ
ナ
プ
ス
ー
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
:
疇
っ

発
信
の
基
地
に
、
街
起
こ
し
の
核
に
、
と
。
だ
か
、
地
域
生

活
者
の
「
我
が
文
化
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
（
胎
内
に
宿
す

も
の
）
は
複
合
的
で
あ
り
、
と
き
に
は
分
裂
し
対
立
す
る
。

地
域
の
文
化
ホ
‘
ー
ル
な
ど
が
自
主
事
業
の
企
画
・
展
開
に
苦

労
し
、
し
は
し
は
多
目
的
11
無
目
的
と
批
判
さ
れ
る
一
因

は
こ
こ
に
も
あ
る
。
一
九
八

0
年
代
の
胴
査
だ
が

r

日
本
人

か
日
常
接
す
る
音
楽
は
六

0
種
以
上
も
あ
っ
た
（
上
位
三

位
は
演
歌
、
歌
謡
曲
、
民
謡
、
続
い
て
ポ
ソ
プ
ス
な
ど
の
軽

い
洋
楽
系
、
オ
ペ
ラ
が
四

0
位
、
最
後
に
浪
曲
な
ど
）
。

か
か

文
化
振
興
に
関
わ
る
組
織
は
国
、
地
方
自
治
体

r

文
化
施

設
、
メ
デ
ィ
ア
諸
組
織
芸
術
家
。
団
体
、
市
民
活
動
体
、

民
間
企
業
な
ど
だ
が
、
文
化
の
潮
流
の
実
質
は
、
潮
流
の
な

か
に
い
て
潮
流
を
動
か
し
て
い
る
個
々
人
な
の
だ
。
地
域
文

化
振
興
の
た
め
に
は
、
ま
す
こ
の
複
雑
な
現
実
を
踏
ま
え
る

必
要
が
あ
る
。

そ
の
現
実
把
摺
の
た
め
に
、
地
域
文
化
の
実
態
を
例
え
は

①
伝
承
さ
札
る
芸
能
、
②
日
常
生
活
の
楽
し
み
、
③
意
誠
的

な
芸
術
享
受
④
参
加
型
活
動
、
⑤
体
験
。
生
涯
学
習
、
⑤

新
た
な
伝
承
の
創
造
、
の
よ
う
に
弁
別
す
る
必
要
か
あ
ろ
う
。

こ
う

こ
れ
ら
は
重
複
も
混
沿
も
す
る
か
、
そ
れ
を
含
め
て
そ
の
実

態
を
、
現
在
を
原
点
と
す
る
座
標
軸
と
し
て
猫
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
こ
に
地
域
文
化
の
過
去
か
ら
の
継
承
と
末
来
へ

の
継
続
の
見
取
り
図
＇
ー
地
域
の
特
性
。
指
向
性
ー
か
浮
か
び

上
が
る
だ
ろ
う
。
未
知
数
へ
の
試
み
も
投
企
さ
九
得
る
。
座

8
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http://www.monbu.go.jp/kodomohp/index.htm 

▽
今
月
の
特
集
で
は
、
地
域
に
お
け
る

様
々
な
文
化
振
興
の
現
況
と
、
そ
の
課
題

等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

事
例
紹
介
を
み
る
と
、
初
め
は
小
さ
な

イ
ベ
ン
ト
で
も
年
数
を
経
て
地
域
の
文
化

と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。
皆
さ
ん
の
周
り
の
地
域
で
も
様
々

な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
い
ず
れ
文
化
と
し
て
定
着
す

る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

▽
「
地
域
文
化
」
と
ま
で
は
い
か
な
く
て

も
、
地
域
で
行
わ
れ
る
季
節
の
行
事
も
多

く
あ
り
ま
す
。
我
が
家
の
娘
の
通
う
保
育

園
で
も
先
日
夏
祭
り
が
行
わ
れ
、
園
庭
を

開
放
し
て
近
所
の
子
ど
も
も
自
庄
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
や
先
生
方
の
手

作
り
の
出
店
や
出
し
物
が
並
び
、
浴
衣
や

甚
平
を
着
た
子
ど
も
た
ち
で
祭
り
の
雰
囲

気
も
十
分
で
し
た
。

四
季
折
々
の
行
事
は
日
本
の
文
化
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

▽
さ
て
、
我
が
家
の
娘
(
-
]
か
月
）
は

「
あ
と
追
ど
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
一
瞬
で
も
母
親
の
姿
が
見
え
な
い
と

不
安
で
大
泣
き
し
て
し
ま
い
ま
す
。
パ
パ

が
早
く
帰
っ
た
日
や
休
日
は
娘
は
パ
パ
と

お
風
呂
に
入
る
の
で
す
が
、
母
が
顔
を
引

っ
込
め
た
と
た
ん
に
ぎ
ゃ
ー
と
大
泣
き
。

近
所
の
方
に
「
虐
待
か
？
。
」
と
思
わ
れ
か

わ
な
い
泣
き
声
で
す
｛
，
泣
か
れ
た
パ
パ
も

泣
き
た
い
気
分
、
ト
イ
レ
に
す
ら
入
れ
な

い
マ
マ
も
泣
き
た
い
気
分
で
す
。
成
長
の

一
過
程
な
の
で
い
ず
れ
治
ま
る
の
を
待
っ

ば
か
り
で
す

C

▽
今
年
の
夏
は
例
年
以
上
に
暑
い
激
暑
で

す
。
室
内
外
の
気
温
差
に
よ
る
冷
房
病
や

暑
さ
に
よ
る
熱
中
症
も
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
。
体
調
に
は
十
分
気
を
つ
け
た
い
で

す
ね
。

(

Y

o

k

)

編

集

後

コ
=
=
I
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